
現状の
課題

背景

事業の
目的

これまで
の取組

デジタルで「不登校」という概念をなくすプロジェクト
• 大阪、京都のベッドタウンとして発展。
• 出生率の低迷、社会移動の低迷により人
口が減少している。

• 子育て中の働き盛り世代の移住増を目的
としている。

仮想空間に設置した適応指導教室「どこでも
ほっとルーム」開設。

子育てしやすいまちづくり事業
へのご寄附をお願いします

福島県からオンライン中継で市内9校同時に
防災授業を開催。



連絡先：生駒市行政経営課(北野、青木) ✉ fiok@city.ikoma.lg.jp  ☎ 0743-74-1111(4320)

得られる
成果
KPI

御社の
役割等

デジタルで「不登校」という概念をなくすプロジェクト

事業
内容

例１）AIによる学習支援 例２）オンラインキャリア教育

御社に求めるもの
• 企業版ふるさと納税での協力
例）100万円のご寄附で、

小学校1校(5・6年生分)のAI学習支援
• 御社の社員様と子ども達との交流
例）オンラインキャリア教育への参加

個別相談に応じます！！
本事業以外にも御社のニーズに沿った事業の

ご提案もいたします。お気軽にご相談下さい！

成果：生駒市への子育て世代の社会移動増 → 人口・関係人口増
KPI1：児童生徒の授業でのICT活用への意欲度 → 令和6年度に小6で92%、中3で83％以上
KPI2：自分にはいいところがあると思う児童生徒の割合 → 令和6年度に85％以上
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